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                                                        2025.12.1 
八万中学校                             　  　　　　第３学年だより
 
 
 
 
　　　　　　　１２月日程                                
日 曜 行　事　予　定 給食 　１．時間を大切に 
１ 月 ○ 　　１２月になりました。中学生活も残り少なくなってきまし
２ 火 ○ 　た。入学式から見ている私にとって、今のみなさんを見て「成

 ３ 水 ①～⑤実力テスト　⑥水６ ○ 　長してきたなあ」と感じる場面は多々あります。先日も、
４ 木 ○ 　１１月２０日に行われた人権教育研究大会で他校から来てい
５ 金 ○ 　た先生方からも「八万中の生徒たち、賢いなあ」とお褒めの
６ 土 数学検定 9:00~ 　言葉をたくさんの人からいただきました。中学校に通うのも
７ 日 　あと３ヶ月と少し、二度と来ない１日１日を大切に充実した
８ 月 45  分日課 ○ 　ものにしてください。
９ 火 ○ 　　また視点を変えれば、１２月中旬から三者面談が始まり、
10 水 ○ １３時３０分頃には放課、面談が終われば冬休みと、自由に使
11 木 読み聞かせ ○ える時間が増えます。進路決定を控えるみなさんにとって、そ
12 金 45 分日課 金①～④  教育相談 ○ の時間をどのように使うかはとても大事です。
13 土     まずは、今やるべきことに全力で取り組んでください。「午
14 日 　後はのんびりして、夜頑張ろう」ではありません。やるべき
15 月 45 分日課 月①～④  教育相談 ○ 　時にやりきれる人間へと成長してください。
16 火 45 分日課 火①～④ 教育相談 ○     そして、早めに寝てください。授業中に眠そうな人を何人
17 水 45 分日課 水①～③  教育相談 ○ 　か見かけます。(勉強で遅くなっているのか、それともスマホ

④いじめ防止一斉学習 　の使いすぎで遅くなっているのか･･･)昼の時間を有効に使え
18 木 45 分日課 木①～④  教育相談 ○ 　ば、睡眠時間を確保することはできると思います。
19 金 45  分日課金①②⑤⑥教育相談 ○ 　　この確保する時期だからこそ、誰もに与えられた１日２４

 学校安全の日 　時間を有効に使うすべを身につけてください。
20  土

21 日 　２．教育相談までに家でしておくこと 
22 月 45 分日課　⑥大掃除 ○ 　　１２日から教育相談が始まります。今回は進路についての
23  火 ①表彰式･終業式　②学年集会 　話がメインになります。この面談までに家庭で話し合ってお

③学活　11:30  下校 　いてほしいことがいくつかあります。
24 水 冬休み(～１／７) 　・どの進路に進みたいか、第１希望から第３希望ぐらいまで
25  木 　　考える
26 金       まだ第２回基礎学力テストが終わっただけなので、(例年
27 土 　　　程度のことは言えますが)この時点で合否の可能性につい
28 日 　　　て明確なことは見えてきません。第３回基礎学力テスト
29 月 年末休業日 　　　が終わり、希望状況が分かる中で初めて具体的なことが
30 火 年末休業日 　　　ある程度見えてくるものです。だからこそ、柔軟に対応
31 水 年末休業日 　　　できるよう、１校だけでなく複数校の希望を考えておく

 １月の主な行事(予定) 　　　必要があります。
 ８(木)始業式   ・なぜその方向に進みたいのか、そこでどのようなことを頑

  ９(金)第３回基礎学力テスト 　　張りたいのか
21  (水)実力テスト       高校名だけでなく、何を学びたいかなどの情報は、本人

 ＊１月以降は進路関係の面談や書類作成 　　　にとって一番適した進路を見つける上で重要です
のため学校に来ていただく場合もありま 　・０か１００かでなく、粘り強く「自分に一番適した進路」
す。お忙しい中ですが、よろしくお願い 　　を考え、それに向かって努力しようとする前向きな気持ち

 します。 　　を持つ
      当然、第１希望の進路に進むことを諦めなければいけな
　　い場合もあります。みなさんには状況に応じて対応できる

 　　人間に成長してほしいと思います。
 

　３．感謝の思いを忘れない 
 　　～口先でなく本当に「ありがとう」って思えている？～
 　　自分のことだけで精一杯になり、周りのことが見えなく

　なってしまうことは、多かれ少なかれ誰しも経験することで
　す。でも、だから仕方がないではありません。そんなときほ
　ど、心の余裕を持つことは大切です。自分が悩んだり苦しん
　だりしている後ろでは、必ずあなたを支えようと考えてくれ
　ている人がいます。また、自分一人でできることなど限られ
　ています。人の助けを借りながらみんな生活しているのです。

 　互いに支え合っているのです。
　　その気持ちを忘れなければ、自然と目の前の困難なことに
　もチャレンジする勇気が湧いたり、失敗してもまた頑張ろう
　と思える柔軟さと精神力が生まれたりするものです。


